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＜連絡事項＞
・CRCの連絡先をBユニットのパソコンに貼っています。治験の方で至急連絡が必要になった際は使用して下さい。
・9/27、9/28東病棟より転入予定があります。
・事故報告書について、9/3小笠原　聖八様(転倒)、9/10清水　進様(軽度裂傷)、9/11宮崎　榮子様(転倒)M-SELLのみが医療安全管理委員会のフォルダーにありません。至急作成し提出して下さい。
・入浴の準備に関してですが、Aユニットについたスタッフで行って下さい。Aユニットスタッフで不都合がある場合は再度検討していきます。
＜患者様連絡事項＞
・工藤　恭子様～往診や初外来日は未定。退院時処方は1週間分でいいとのことですので、明日主治医に処方依頼して下さい。
・中村　ヨシ様～9/28退院の時間が10：30に決定。初外来は三戸中央病院メンタルヘルス科10/31　14：00となり、ご家族様へ連絡済み。
・越後　留蔵様～12：00ご家族様付き添いにて日赤の糖尿病代謝内科受診予定。11：00～15：00まで外出。次回9/27　11：00に消化器科受診し黄疸の検査を実施するよう説明を受けてきたとのこと。本日造影剤を使用して検査実施したため、嘔気・嘔吐・蕁麻疹・倦怠感等の副作用に注意するよう説明があったとのこと。金Dr報告し、ウルソデオキシコール酸錠（50）3T　1×3回　5日分処方となる。
・高嶋　鉄男様～10：30クローバーズピアのスタッフ（高橋様）が本人と面会。入所が決まった場合は当院へ連絡が来るとのこと。
・伏部内　ミヱ様～昨日SSTの指示を頂いています。
・坂本　光雄様～長男妻へ連絡し、退院先についての意向を確認妻は入院中であり、金銭的にも厳しいため、本人を家で引き取ることも考えたが夜間の対応を考えるとやはり支援が困難と家族間での判断であった。低額な施設として、特養への申し込みを進めていくこととなり、ケアマネにもその旨情報提供を行った。
・佐々木　鶴蔵様～フロセミド錠20㎎を7日分処方となっています。バルサルタンＯＤ錠４０ｍｇ　1日1回　朝食後　5日分処方となる。
・本堂　秀夫様～LTプランDからCへ変更を促すも金銭面的に難しい為、浴衣のような服を1週間分(7、8枚)準備する様に説明しています。
・市沢　定吉様～10/1（火）14：00訪問調査予定。15：30～家族面談予定。

＜田中Dr診察＞
・佐々木　鶴蔵様～体重44㎏が全身浮腫の取れた状況の体重との事で、44㎏台での推移か否か確認の指標にして下さいとの事です。電解質バランスBNP確認の為来週月曜日採血と胸部XPを指示あります。
・工藤　蓉子様～排泄の尿量が少ない為、診察したところ経過観察の指示を頂いています。

＜深澤Dr診察＞
・大橋　ミツ様～臨時薬が同内容にて14日分処方となります。
・三輪　一浩様～メマリーOD追加となり、他同内容で14日分処方となる。

・中村　ヨシ様～臨時薬が同内容にて7日分処方となります。退院指示や退院時処方依頼済み。
・三上　ミヨ様～点滴が同内容にて14日分処方となります。
・山田　石見様～発熱している事から経管栄養止め、点滴2週間分処方となっています。また帯状疱疹あり、バラシクロビル（500）6T　1日×3回　7日分処方となる。膀胱留置カテーテルについてはご家族に確認してから、他科受診の方向で調整予定となる。ご家族連絡するも不在。
・阿部　和美様～臨時薬5日分処方となり、以後定期処方となる。
・本木　貞子様～食事摂取出来ている事から点滴は中止。臨時薬5日分処方となり、以後定期処方となる。
・工藤　蓉子様～臨時薬同内容で14日分処方となる。排尿極少量であること午後報告。経過観察の指示あり。
＜要注目患者様＞
・山田　石見様～バイタルサインの異常はありません。咳嗽聞かれています。本日経管栄養を開始しています。左半身（肋骨部）に帯状の発赤、発疹があり、仙骨部に1mm×1mmの表皮剥離を観察しています。
・本堂　秀夫様～昼頃からベットから降りたりなどの体動活発さが見られています。発語が聞かれています。服薬時、茶寒天で服用して頂いています。
・大橋　ミツ様～体温が深夜37.7℃でしたが日勤帯は37.3℃で経過しています。血圧はやや低めです。血糖値が朝：312mg/dl、昼：317mg/dlでスライディングスケールを実施しています。
右臀部に2㎝×1㎝の表皮剥離あり処置施行している。
・小舘　アツ子様～今朝カロナールを服用していますが、日勤帯は問題なく過ごされてい
ます。

・橋本　喜久子様～食事は全量摂取しています。体温は37.5℃です。鼻汁や咳嗽あります。
・宮崎　榮子様～午前中は確認行為がありませんが、昼食時過ぎた頃に確認行為が頻回に聞かれています。
・三輪　一浩様～ホールで過ごされています。特定患者様(伏部内様)と交流されています。
・阿部　和美様～特定患者様(大川様)と一緒に過ごす様子が見られています。
・伏部内　ミヱ様～特定患者様(三輪様)とトラブルなく交流されています。食事の際スプーンを逆さにして摂取している為介入しています。
・佐々木　紀美子様～服薬時、口腔内に入りますがその後床に出す様子が見られています。服薬の対応する際注意して介入して下さい。

・越後　留蔵様～顔面や眼球に黄疸があります。またオムツ内のパット内に黄染の強い尿失禁を観察しています。
＜事故振り返り＞
・田中　稔美様～(擦過傷) 病室より音がしその後唸り声が聞こえた為訪室すると倒れている
改善点→1対1で対応するべきだった
　　　　外介助、内介助で対応するべきだった
　　　　　　　物品が不足な場合管理者と相談するべきだった
・宮崎　榮子様～(転倒) Dホールにて転倒しているところを発見
　　　　改善点→食事、就床介助するスタッフ不足

・三田　よし子様～(転倒) 南Dホールで、点滴スタンドに掴まりそのまま尻もちをつき転
　　　　　　　　　倒
　　　　改善点→杖や歩行器の促しをするべきだった
　　　　　　　　歩行訓練の検討

　　　　　　　　歩行状態の維持
・大川　敏彦様、田中　稔美様～(暴力) 取っ組み合いになっている所を発見

　　　　改善点→人員不足による見守り不足
　　　　　　　　2名の患者様の距離を離す
・大川　敏彦様～(忘薬) 一週間分の持参薬がセットされていなかった。
　　　　改善点→処方処置板の確認
　　　　　　　　持参薬がある方の把握
　　　　　　　　ダブル、トリプルチェックを徹底にする(薬の種類、日付を確認)
・山田　石見様～(尿道損傷) 膀胱留置カテーテル挿入の指示あり施行する。カテーテル内少量の排尿あるがバルン内排尿なくワッサー確認の際血尿流出あり。
　　　　改善点→スタッフ2名で対応
　　　　　　　　スタッフを替えて実施する
